
法

華

取

要

抄

の

碗
与h
プE」

上

回

本

日
日

宗
祖
が
龍
之
口
か
ら
佐
渡
を
経
て
身
延
入
山
を
な
さ
る
ま
で
の
一
時
期
は
、
共
の
思
想
的
展
開
の
上
に
も
大
き
な
影
響
を
与
へ
た
も
の

が
あ
る
と
考
へ
ら
れ
る
，
即
ち
「
法
華
経
の
行
者
」
と
し
て
の
杭
前
か
ら
「
飾
使
上
行
し
と
し
て
の
佐
後
へ
、
女
川
才
に
推
移
せ
ん
と
せ
し

段
階
に
あ
っ
た
時
で
、
精
神
的
に
も
亦
思
想
的
に
も
極
め
て
デ
リ
ケ
エ
ト
た
時
期
で
あ
っ
た
と
言
へ
る
の
で
あ
る
。

今
、
此
の
宗
祖
の
一
佐
前
か
ら
佐
後
に
至
る
思
想
的
展
開
に
就
い
て
の
一
端
を
観
察
せ
ん
と
試
み
る
者
で
あ
る
が
、
此
処
で
は
先
歩
開

( 42 ) 

目
・
本
尊
の
両
抄
に
於
け
る
開
顕
が
終
ら
れ
た
直
後
、
佐
渡
に
於
て
草
稿
を
作
り
身
延
入
山
の
後
に
完
成
さ
れ
た
御
書
に
し
て
、
然
も
五

大
部
に
つ
い
で
重
要
在
著
作
の
一
っ
と
言
は
れ
て
い
る
法
華
取
要
抄
を
中
心
と
し
て
、
共
の
他
の
重
要
御
書
と
の
関
連
の
上
に
、

と
れ
を

考
察
し
て
ゆ
と
う
と
す
る
も
の
で
あ
る
。

最
初
に
法
華
取
要
抄
の
成
立
年
時
．
及
び
著
作
の
場
所
に
就
い
て
見
る
な
ら
ば
、

と
れ
は
真
蹟
に
何
等
の
記
述
が
な
い
た
め
に
古
来
か

ら
①
文
永
九
年
五
月
佐
渡
に
於
て
の
述
作
と
す
る
説
、
或
は
②
文
永
十
一
年
正
月
二
十
四
日
同
じ
く
佐
渡
に
於
て
の
述
作
と
ナ
る
説
、
或

は
叉
＠
同
年
五
月
二
十
四
日
身
延
に
て
著
ナ
と
ナ
る
説
、
等
と
色
々
在
説
が
述
べ
ら
れ
て
い
る
が
現
在
で
は
佐
渡
に
於
て
其
の
草
案
を
ね

り
、
身
延
入
山
の
直
後
文
永
十
一
年
五
月
二
十
四
日
に
本
抄
の
述
作
宗
了
を
み
た
と
ナ
る
の
が
通
説
と
な
っ

て
い
る
よ
う
で
あ
る
。
ま
た

此
の
御
来一同
を
受
け
た
対
也
口
衆
が
富
木
氏
で
あ
る
と
す
る
説
に
就
い
て
も
、

一
般
に
具
論
の
な
い
も
の
L
如
く
で
あ
る
。



次
ぎ
に
本
抄
の
真
蹟
に
就
い
て
見
る
在
ら
ぽ
、
其
の
二
十
四
紙
全
編
が
現
在
中
山
法
華
経
寺
に
保
存
さ
れ
て
を
り
、

ま
も
ん
其
の
草
稿
は

曾
て
身
延
山
に
保
存
さ
れ
て
い
た
が
焼
失
さ
れ
て
今
は
無
く
、
更
に
写
本
の
主
左
も
の
に
は
、
白
蓮
日
興
師
の
筆
に
依
る
も
の
が
現

K
富

士
の
犬
石
寺
に
在
り
、
御
書
と
し
て
は
梢
品
川
短
篇
の
部
に
属
ナ
の
で
あ
る
が
其
の
系
譜
は
極
め
て
明
碓
に
し
て
、
か
つ
教
義
内
容
の
面

K

亘
っ
て
見
る
時
は
最
も
主
要
友
御
書
の
部
類
に
属
ナ
る
も
の
で
あ
る
、

と
言
っ
て
敢
へ
て
過
言
で
は
な
か
ら
う
。

ーー

然
し
て
、
本
抄
の
内
容
に
就
い
て
最
初
に
一
応
の
観
察
を
試
み
る
な
ら
ば
、
先
ホ
ノ開
巻
に
、

華
厳
・
法
相
・
三
論

・
真一一一口

・
禅
宗

・
等

を
始
め
、
其
の
他
の
諸
宗
の
教
判
を
挙
げ
、
治
の
／
＼
自
家
の
依
経
を
中
一
友
り
と
謬
見
ナ
る
人
師
を
し
て
、
あ
た
か
も
守
株
待
免
の
偏

学
と
な
し
其
の
非
を
指
的
ナ
る
と
同
時
に
、
法
華
経
法
師
品
の
己
今
当
の
三
説
超
過
を
以
て
将
し
く
法
華
経
の
み
併
の
正
言
と
な
し
、
本
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宗
教
判
の
独
自
な
る
を
示
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

即
ち
「
今
法
華
経
与
相
一一対

諸
経
一
超
一一
過
一
代
一
廿
種
有
v
之
」
④
と
述
べ
、

一
切
経
と
法
華
経
と
の
権
実
相
対
を
お
と
な
い
、

以
て

法
華
最
勝
説
を
主
張
し
て
語
ら
れ
る
の
で
あ
り
、
更
に
其
の
中
心
を
な
ナ
法
門
と
し
て
寺
田瓦ロ
聞
の
久
遠
実
成
を
挙
げ
、
久
成
釈
尊
と
諸
併

と
を
対
比
し
て

当
世
日
本
国
ノ
一
切
衆
生
ノ
待
一一
禰
陀
ノ
来
迎
－
者
邑
ハ
如
わ
牛
ノ
子
－
一合
口
馬
ノ
乳
一
瓦
ノ
鏡
－
一浮
い
り
一
穴
月
U
o

乃
至
、
諸
悌
如
来
或
ハ十
劫
百
劫
千

ノ

ナ

リ

劫
己
来
過
去
悌
也
、
教
主
釈
尊
既
五
百
塵
点
劫
己
来
妙
覚
果
満
悌
、
大
日
如
来
阿
繭
陀
如
来
薬
師
如
来
等
尽
十
方
諸
悌
我
等
本

師
教
主
釈
尊
所
従
等
也
、
天
月
高
水
浮
是
也
。

（
定
遺
八
二
一
）

と
し
て
此
処
に
法
華
最
勝
を
説
示
ナ
る
と
同
時
に
、
等
卦
一品
の
教
主
釈
尊
を
も
っ
て
此
土
有
縁
の
・
救
済
主
と
友
し
、

と
れ
に
依
ら
ぎ
る
諸



経
を
無
縁
の
権
経
と
し
迩
悌
と
庇
ナ
る
の
で
あ
る
。
愛
に
於
て
注
目
ナ
ペ
き
こ
と
は
是
の
如
く
諸
宗
を
対
破
し
て
い
る
点
に
就
い
て
で
あ

る
が
、

と
の
破
邪
の
方
法
に
於
て
も
自
と
佐
渡
前
後
に
於
け
る
弐
第
が
あ
り
、
最
初
佐
前
に
は
浄
土
・
念
伸
の
二
宗
を
漸
々
に
破
折
し
、

順
次
に
開
・
律
等
に
至
る
の
で
あ
っ
て
、
教
判
も
専
ら
権
実
判
に
中
心
が
置
か
れ
た
様
で
あ
る
が
、
佐
渡
を
経
て
身
延
時
代
に
至
る
や
法

門
の
極
め
て
複
雑
な
真
言
宗
と
、
本
宗
に
と
っ
て
特
に
密
接
友
関
係
を
持
つ
天
台
宗
等
に
及
び
、
教
判
も
叉
権
実
判
か
ら
本
迩
判
へ
、
更

に
は
教
観
相
対
へ
と
進
展
し
て
行
く
傾
向
を
辿
る
の
で
あ
る
が
、

い
ま
此
処
に
於
て
も
既
に
真
一マ一口
の
教
判
を
破
し
、

こ
れ
に
加
へ
本
迩
判

を
も
っ
て
諸
宗
の
逃
怖
を
破
し
て
い
る
は
、
佐
前
の
傾
向
よ
り
一
歩
進
ん
＃
ん
も
の
で
あ
る
と
考
へ
ら
れ
得
る
の
で
あ
り
、
同
時
に
と
れ
は

亦
前
述
の
如
く
教
理
的

K
関
係
の
深
い
天
台
や
、
最
も
巧
妙
な
法
門
と
し
て
知
ら
れ
る
真
言
等
を
其
の
対
照
と
ナ
る
佐
後
の
破
邪
に
於
け

る
定
石
を
踏
ん
だ
も
の
と
も
見
ら
れ
る
の
で
あ
り
、
此
の
取
要
抄
の
一
段
は
佐
渡
か
ら
身
延
時
代
に
入
ら
ん
と
ナ
る
宗
組
の
破
邪
顕
正
の

上
に
、

一
進
展
の
足
跡
を
印
し
売
も
の
で
あ
る
と
言
う
こ
と
が
出
来
よ
う
。
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次
ぎ
に
正
｛一
示
分
に
於
て
は
、
法
華
経
の
末
法
為
正
説
を
論
じ
て
を
り
本
逃
共
に
末
法
今
時
の
衆
生
の
為
に
説
か
れ
し
も
の
と
し
て

等
量
品
云
是
好
良
薬
今
留
在
ν
此
等
云
云
、
文
心
者
上
似
v
説
一一
過
去
事
一様

以

一一
此
文
－案
ν
之
以
－一滅
後
一
為
ν
本、

－－仲
間
一一
勧
華
経
一
芳

一
豆
病
也、

諸
薬
之
中
ニ甫
無
妙
法
蓮
華
経

γ
一
ノ
良
薬
也
。

乃
至
、
諸
病
之
中

（
八
一
四
）
と
説
い
て
「
是
好
良
薬
」

の
文
に
寄
せ
書
量

文
底
の
妙
法
五
字
を
も
っ
て
‘
末
法
為
正
の
良
薬
と
な
し
て
い
る
の
で
あ
る
白
斯
く
て
本
抄
の
中
心
た
る
取
要
の
法
休
を
明
か
す
に
、
先

十
順
縁
の
為
に
三
大
秘
法
の
名
目
を
掲
げ
、
績
い
て
逆
縁
の
為
に
妙
法
五
字
の
題
目
を
も
っ
て
と
れ
に
あ
て
L
い
る
の
で
あ
り
、

日
一連ハ捨一一
広
略
J

好一一
肝
要
J

所
謂
上
行
菩
薩
所
侍
妙
法
蓮
華
経

E
字
也
：
・
：
俳
既
－一人
一
宝
塔
一
二
悌
誼
一
色
分
身
来
集
百
一
出
世
涌
一
取一一

肝
要
一
当
一一末
代
一
授
ニ
も
ン
コ

E
宇
一
当
世
不
ν
可
ν
有
；異
義一
。

〈
八
一
六
）

と
し
て
神
力
品
別
付
の
要
法
売
る
五
字
こ
そ
法
華
一
経
に
於
け
る
取
要
の
法
体
と
在
し
、

叉
此
の
五
字
は
必
や
J

本
化
に
依
っ
て
末
法
に
弘



布
さ
る
べ
き
旨
を
示
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
り
、
即
ち
最
後
流
通
分
に
於
て
天
変
地
夫
の
現
証

ιよ
る
三
秘
流
布
の
前
相
を
述
べ
、
共
の
疑

い
無
き
を
説
い
て
い
る
の
で
あ
る
。

以
下
、
本
抄
と
特
に
関
係
の
深
い
も
の
が
あ
る
と
思
は
れ
る
他
の
御
書
と
の
関
連
に
お
い
て、

忍
次
其
の
内
容
に
於
け
る
発
展
の
段
階

を
考
察
せ
ん
と
思
ラ
。

先
事
J

最
初
に
本
尊
抄
と
取
要
抄
と
の
関
係
に
就
い
て
観
察
を
行
い
、
揖
い
て
曾
谷
書

・
報
思
抄
・
三
大
秘
法
抄
・
撰
時
抄
・

等
の
主
要

御
書
と
の
関
係
及
び
比
較
を
試
み
よ
う
。

い
る
こ
と
が
知
れ
る
。

い
ま
本
尊
抄
の
構
成
を
概
略
的
に
見
る
な
ら
ば
、
始
め
序
分
に
於
て
天
台
の
正
観
章
を
、引
用
し

一
念
三
千
の
典
拠
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矛
一
に
本
尊
抄
は
言
う
迄
も
な
く
文
、
水
十

一
年
四
月
佐
渡
一
ノ
谷
で
の
撰
述
で
あ
る
か
ら
、
取
要
抄
よ
り
も
丁
度
一
年
前
に
著
さ
れ
て

を
挙
げ
て
、

と
れ
を
解
釈
し
、
縫
い
て
正
宗
分
に
入
り
題
自
の
実
義
と
本
尊
の
相
貌
と
を
明
し
、
流
通
分
に
て
末
法
に
弘
ま
る
べ
き
『
教
』

と
『
師
』
と
に
就
い
て
述
べ
て
い
る
の
で
あ
る
が
、

乙
の
本
尊
抄
の
流
通
分
と
そ
は
将
し
く
取
要
抄
の
中
心
に
当
る
も
の
で
、
即
ち
本
尊
抄

の
芳
二
十
三
問
答
か
ら
三
十
番
問
窓
口
に
至
る
流
通
分
は
末
法
流
通
の
教
休
た
る
妙
法
五
字
を
詮
顕
し
、

更
に
そ
れ
を
弘
通
す
る
と
こ
ろ
の

導
師
を
決
せ
ら
れ
し
一
段
に
し
て
、
蓋
し
宗
祖
当
身
の
問
題
を
扱
っ
た
も
の
と
言
へ
る
の
で
あ
る
が
、
然
し
m
一点
に
現
れ
た
宗
祖
の
自
覚
思

想
は
極
め
て
、
暗
示
的
で
あ
っ
て
、
此
の
思
想
を
更
に
詳
し
く
説
示
し
た
の
が
取
要
抄
で
あ
り
曾
谷
書
等
で
あ
る
と
考
へ
ら
れ
る
。
即
ち

「
本
門
町
依
地
涌
千
界
宋
法
始
必
可
一
一
出
現
f

マ
今
注
使
還
告
ば
涌
也
」
⑤
と
し
て
遣
使
還
告
の
文
に
寄
せ
て
悌
使
と
し
て
の
立
場
を

暗
に
灰
め
か
さ
れ
て
い
る
が
、

こ
れ
は
後
の
撰
時
抄
に
於
て
明
確
に

「併
の
御
使
」
と
顕
示
し
、
右
の
文
よ
り
も
遁
か
に
積
極
酌
た
も
の



と
言
へ
る
が
、
今
と
の
取
要
抄
に
於
て
も
こ
れ
に
就
い
て
末
法
為
正
説
を
．
と
く
中
に
、
白
讃
の
形
式
を
も
っ
て
触
れ
て
い
る
。
即
ち

間
町
即
位
華
経
紅
一
一
誰
人
一
色
之
ヂ
、
答
－ベ

：
：
以
一
一
減
免
一
所
ど
J

止
法
一
千
年
・

像
法
一

千
年
一
傍
也
、
以
ザ
末
法
ィ
為
…
正
町本
法
一
町
一
政
マ
日

蓮
一為
ν
正
也
：
：
・
日
蓮
為
ν
正
正
文
如
何
、
答
日
有
諸
無
智
人
悪
口
罵
四
一
酉
等
及
加
刀
杖
者
等
云
一
式
。

ハ八

一
一一一）

と
れ
に
よ
っ
て
最
初
に
明
ら
か
在
如
〈
、
法
華
経
を
説
か
れ
し
所
以
は
正
し
く
末
法
の
導
師
た
る
宗
祖
自
身
の
為
友
る

こ
と
を
示
ナ
と
同

時
に
、
今
や
併
使
と
し
て
の
自
覚
を
も
っ
て
此
処
に
法
華
一
経
悉
く
こ
れ
末
法
の
正
師
免
る
宗
祖
自
身
を
も
っ
て
正
と
為
ナ
と
の
開
顕
に

及
ば
れ
た
の
で
あ
る
。
然
し
此
処
に
於
て
も
宗
祖
は
本
化
の
自
覚
を
内
に
秘
め
て
文
上
に
は
現
さ
れ
て
は
い
な
い
が
、
明
ら
か
に
宗
祖
当

身
の
大
事
と
ナ
ベ
き
所
で
あ
っ
て
、
共
ぎ
に
「
喜
余
レ
身
故
難
レ
堪
自
讃
也
」
と
あ
る
は
将
し
く

「
併
使
」
と
し
て
の
心
中
の
法
悦
を
披
渡

さ
れ
売
も
の
と
言
へ
ょ
う
。

然
し
’て
と
の
取
要
抄
に
し
て
説
く
法
華
末
法
為
正
説
に
就
い
て
は
、
本
尊
抄
の
そ
れ
と
ほ
ど
同
様
に
し
て
構
成
上
に
も
大
差
は
な
い

c 46 ) 

が
、
本
尊
抄
は
あ
く
ま
で

「
本
門
の
本
尊
」
を
説
く
こ

と
に
重
点
が
置
か
れ
た
の
に
対
し
、
取
要
抄
は
コ
一秘
に
就
い
て
の
名
目
を
挙
げ
て

問
Y
V来
滅
後
二
千
余
年
常
樹
・

天
親

・
天
台

・
伝
詐
札
ν
部
T

へ秘
仇
ハ何
恥
骨
子
、

答
百
ず
門
本
尊
ヂ

一戒
壇
一与
ニ
題
目

E
宇
一
也
o
r、、
/¥ 

一
五
〉

と
述
べ
、
就
中
、
題
目
の
五
字
に
就
い
て
論
じ
逆
縁
下
種
の
要
法
た
る
を
明
し
て
い
る
。
即
ち

為
ニ
逆縁一一
但
限
一一妙
法
蓮
華
経
五
字
－
耳
lo

－－
－
所
謂
上
行
菩
薩
所
伝
妙
法
蓮
華
経
五
字
也
。
乃
至
悌
既
入
ニ
宝
塔
一
二
悌
蛇
ν
座

分

身

来
集
召
一
両
地
涌
一
取
ニ
肝
要
一
当
ニ
末
代
一
一
授
ニ
与

E
字
一
ぜ
世
不
ν
可
レ
有
一
具
、
義
－
。

（
八
一
六
〉

此
処
に
取
要
五
字
の
末
法
流
布
を
示
ナ
と
同
時
に
、
地
涌
の
当
世
出
現
を
説
い
て
い
る
が
、

る
時
は
正
し
〈
宗
祖
当
身
の
大
事
と
し
て
ク
ロ
ー
ズ
・
ア
ゲ
プ
さ
れ
て
来
る
の
で
あ
る
。

と
れ
は
前
掲
の
自
讃
の
交
と
照
し
合
せ
て
見



ま
た
更
に
注
目
ナ
べ
き
こ
と
は
、
此
処
に
一
不
ナ
三
大
秘
法
の
名
目
が
御
書
中
で
最
初
に
完
全
な
三
秘
各
別
の
形
を
と
っ
て
顕
さ
れ
た
も

の
で
あ
る
と
さ
れ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
o

然
し
あ
く
ま
で
三
秘
の
名
目
を
挙
げ
た
だ
け
に
留
り
具
体
的
な
内
容
の
説
明
に
就
い
て
は
後
の

報
恩
抄
及
び
三
大
秘
法
抄
等
に
譲
り
、
即
ち
此
等
の
御
書
の
先
駈
を
な
し
た
も
の
と
言
へ
ょ
う
口
今
こ
れ
を
本
尊
抄
と
比
較
す
る
在
ら
ば

取
要
抄
の
末
文
に

如…
是
乱
パ
国
士
一
後
出
ニ
現
正
行
位
一
言
人
－
本
門
〕
一「
ノ法
門
建
ニ
立
ノ之
イ
一
四
天
四
海
一
同
妙
法
蓮
華
経
ノ
広
宣
流
布
無
パ
疑
者
敗
。

f「

八

l¥ 
'¥._/ 

と
あ
っ
て
、
乙
れ
は
本
尊
抄
の
同
じ
く
末
文
に
述
べ
ら
れ
て
い
る
と
と
ろ
の

シ
テ
ノ
ノ
リ
子

1

ノ

経
－
ま
が
多
怨
嫉
況
誠
度
後
万
至
此
時
地
涌
千
界
出
現
本
門
釈
尊
為
一
一
脇
士
二
閤
浮
提
第
一
本
尊
可
ν
立一一此国一一
。

（
七
二

O
〉
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と
の
究
と
相
似
す
る
の
で
あ
る
が
、
前
者
は
三
秘
に
一
旦
る
も
、
後
者
は
本
尊
の
広
布
に
限
り
、
此
の
点
に
両
者
の
異
り
を
認
め
る
も
の
で

あ
っ
て
、
即
ち
取
要
抄
の
三
秘
広
布
は
本
尊
抄
の
本
尊
広
布
に
比
し
て
一
歩
前
進
し
た
表
現
と
考
へ
ら
れ
る
の
で
あ
り
、
所
調
本
尊
か
ら

三
秘
へ

の
展
開
が
窺
れ
る
わ
け
で
あ
る
。
こ

の
故
に
取
要
抄
を
し
て
「
本
尊
抄
を
中
心
と
ナ
る
佐
渡
後
期
の
思
想
か
ら
一
歩
進
展
し
た
足

跡
ノを
示
ナ
も
の
」
⑥
と
い
は
れ
る
所
以
も
ま
た
此
処
に
存
ナ
る
も
の
と
考
へ
ら
れ
よ
う
。

失
ぎ
に
取
要
抄
の
⑦
翌
年

（
文
永
十
二
年
〉
の
三
月
に
著
さ
れ
し
八
世
田
谷
入
道
御
書
と
の
関
係
を
見
る
に
、

こ
の
御
書
は
末
法
の
『正
師
』

と
『
機
根
』
と
に
就
い
て
述
べ
て
を
り
、
取
要
抄
の
正
宗
分
及
び
流
通
分
と
極
め
て
深
い
関
係
を
持
ち
、
亦
本
尊
抄
流
通
分
の
後
半
を
更

に
詳
説
し
て
い
る
も
の
で
あ
る
と
言
へ
る
の
で
あ
る
。
即
ち
内
容
に
就
い
て
見
る
な
ら
ば

シ
テ

ヲ

ジ

タ

マ
ウ

ニ

臨
時
一
一大
覚
世
噂
演
一
一
説
寄
景
品
一
然
後
示
一
一
現
於
十
神
力
一
付
二
属
於
回
大
菩
薩
－
共
所
属
之
法
何
物
乎
、

川
町
マ
拾
い

κ取一
要
が
謂
妙
法
建
華
経
之
五
宇
名
休
宗
一
同
教
－E
重
玄
也
。

こ

モ

テ

ヲ

リ

法
華
経
之
中
恰
ν
広
取
v

〈九
O
二）



と
あ
り
と
れ
ば
前
掲
の
取
要
抄
の
交
と
同
様
に
し
て
取
要
の
五
字
を
明
し
て
い
る
が
こ
れ
を
同
時
に
本
化
付
属
の
法
休
と
し
て
五
重
支
具

足
の
五
字
と
ナ
る
は
、
取
要
抄
よ
り
更
に
一

歩
を
進
め
党
表
現
と
い

へ
る
。
然
し
伝
川
、
に
至
っ
て
上
行
出
現
の
前
相
と
し
て
種
々

の
天
変

地
天
を
挙
げ
、
仁
王
経
等
の
証
を
示
し
て
い
る
が
、
取
要
抄
で
は
と
れ
を
三
大
秘
法
の
今
世
に
弘
通
さ
る
べ
き
先
相
と
見
て
い

る
。
即
ち

曾
谷
書
で
は
末
法
此
土
に
地
涌
の
出
現
を
一不
ナ
に
埼
伽
論
を
始
め
、
伝
教
の
秀
伺
・

守
護
国
界
章
等
の
文
を
引
き
法
華
一
乗
の
弘
ま
る

べ

き
時
期
は
正
し
く
現
在
な
る
と
と
を
説
き
、

共
の
下
に

「
市

予
非
一一
地
涌
一
分
一
兼
知
一一
此
事
－
、

故
前
ニ立

地
涌
之
大
士
－
粗
一不
一一
五
字
こ

ヲ

ヘ

一二

ア

ン

⑨
と
し
て
上
行
の
先
駈
た
る
事
を
述
べ
、

続
い
て
前
述
の
経
証
と
現
証
に
よ
せ
て
「
今
以
一一此
亀
鏡
－浮
一一
見

日
本
国
一
必
有
ニ法
華
経
大
行

者
｝
掛
ど
と
い
っ
て
い
る
。
と
の
文
は
多
少
暗
示
的
で
あ
る
が
宗
祖

自
身
本
化
上
行
と
し
て
の
立
場
を
示
さ
れ
た
も
の
と
一言
へ
ょ
う
。
即
ち

乙
の
究
を
取
要
抄
の
「
日
蓮
為
正
」
の
文
と
読
み
合
せ
て
見
る
時
、

一一
周
共
の
感
を
強
〈
ナ
る
事
が
出
来
る
の
で
あ
る
。

縁
下
種
を
説
き
＠
、

五
義
の
中
の
『
師
』
を
究
明
ナ
る
に
中
心
が
置
か
れ
て
を
り
、

関
目
本
尊
の
両
抄
よ
り
取
要
抄
を
経
て
逐
次
進
展
し

( 48 ) 

と
れ
を
要
ナ
る
に
曾
谷
書
で
は
取
要
抄
の
如
く
三
秘
に
就
い
て
は
触
れ
て
い
在
い
が
、

主
と
し
て
一
秘
妙
法
の
五
字
を
も
っ
て
専
ら
逆

来
た
れ
る
自
覚
の
一
面
が
窺
れ
る
の
で
あ
る
。

四

取
要
抄
に
於
て
共
の
名
目
を
顕
し
た
三
秘
は
報
思
抄
を
経
て
三
大
秘
法
抄
に
至
り
、
共
の
内
容
を
完
全
に
開
顕
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
っ

て
即
ち
取
要
抄
で
は
三
秘
の
名
を
挙
げ
て
は
い
て
も
何
等
モ
の
内
容
に
就
い
て
は
説
明
が
為
さ
れ
て
は
お
ら
歩
、只
単
に
「
本
門

本
尊

与
一一

戒
壇
－
与
一
一題
目
五
字
一
也
」
と
あ
る
だ
け
で
と
れ
迄
の
『
一
二
大
事
』
⑪
或
は
『
三
大
秘
法
』
⑪
と
其
の
総
称
だ
け
で
呼
ば
れ
て
来
た
の
に

対
し
、
進
ん
で
本
尊
・
題
目
・
戒
壇
の
名
を
連
ね
て
い
る
に
留
ま
る
。
向
を
一
一一
秘
に
就
い
て
は
取
要
抄
よ
り
約
四
ヶ
月
前
に
著
さ
れ
し
法
華

..包

；戸f



行
者
値
難
事
の
退
申
に

「
本
門
ず
尊
山
手
二四
菩
薩
ず
壇
一
附
卸
…
妙
法
蓮
華
経
ノ
五
字
こ
⑫
と
あ
り
、
大
体
に
於
て
き
秘
の
名
目
・
を
拳
げ
て
は
い

る
が
本
尊
・
越
同
・
戒
壇
と
明
確
に
示
さ
れ
た
の
は
取
要
抄
が
最
初
で
あ
る
と
さ
れ
て
い
る
。

然
し
て
こ
の
取
要
抄
に
於
け
る
三
大
秘
法
の
名
目
は
、
二
年
後
（
建
治
二
年
）
の
報
恩
抄
に
て

問
J
予
天
台
伝
教
の
弘
通
し
給
ハ
ざ
る
正
法
あ
り
や
口
答
J
式ザ
o

求
J
X

M
帆
乎
o

答
宏
一
二
あ
り
o

’

4

ぽ
日
本
乃
至
一
閤
浮
提
一
同

に
本
門
の
教
主
釈
尊
を
本
尊
と
ナ
ベ
し
、
所
謂
宝
塔
の
内
の
釈
迦
多
宝
外
の
諸
併
、
祉
に
上
行
等
の
菩
薩
脇
士
と
な
る
べ
し
。
こ
に
は

本
門
の
戒
壇
。
三
に
は
日
本
乃
至
漢
土
月
氏
一
間
浮
提
に
人
ご
と
に
有
智
無
智
を
き
ら
は
歩
、

一
同
に
他
事
を
す
て
て
南
無
妙
法
蓮
華

経
と
唱
ふ
ベ
し
。

（
一
二
四
八
）

と
し
て
や
L
具
休
的
に
述
べ

取
要
抄
の
文
よ
り
遥
か
に
進
展
し
て
は
い
る
が
、

や
は
り
概
略
的
に
し
て
特
に
戒
壇
と
題
目
と
は
其
の
名
目

( 49 ) 

を
挙
げ
て
い
る
に
過
ぎ
歩
、

三
秘
の
全
体
に
渡
つ
て
の
明
細
在
解
釈
を
与
へ
も
ん
御
書
と
し
て
は
、
宗
祖
入
減
の
前
年
に
著
さ
れ
し
三
大
秘

法
抄
が
最
も
代
表
的
な
も
の
の
一
つ
で
あ
る
と
言
は
れ
て
い
る
。

即
ち
⑬
＝
一大
秘
法
抄
で
は
開
巻
壁
頭
に
神
カ
ロ
聞
の
四
何
要
法
を
引
用
し
、
其
の
所
説
要
言
の
法
と
は
害
景
品
の
三
大
秘
法
な
り
と
し
て

こ
の
下
に
三
秘
の
各
々
に
就
い
て
詳
細
な
説
明
が
注
さ
れ
て
る
。

三
大
秘
法
其
休
如
何
、
答
J

去
りア
ピ
心
町
人
事
不
v
如
一
之
町
ず
無
一
一
ナ
レ
ゲ
ザ
口
v
r
v

審
査
口
問
所
二
段
一
立
～
木
尊
者
五
百
恵
点
ノ
当
初
以
来
此
土

有
縁
深
厚
木
有
無
作
三
身
教
主
釈
尊
是
也
。

〈
一
八
六
四
）

先
十
本
門
の
本
尊
に
就
い
て
詳
説
し
、
幕
回
一
息
口
問
及
び
文
何
の
疏
を
引
い
て
無
作
三
身
の
本
尊
実
体
を
論
じ
て
い
る
o

と
れ
は
先
き
の
報
思

抄
で
本
尊
の
容
貌
を
一
不
し
其
の
な
か
ば
形
式
論
的
在
る
に
対
し
て
、

あ
く
ま
で
実
体
論
的
で
あ
る
と
言
へ
る
の
で
あ
り
、
更
に
本
尊
抄
の

場
合
も
報
思
抄
の
形
式
論
を
一
層
具
体
的
に
述
べ
た
も
の
で
あ
っ
て
、
所
調
大
憂
茶
羅
の
形
に
約
し
て
本
尊
の
形
式
を
説
堂
、
其
の
実
体



忙
就
い
て
は
僅
K
『
本
門
寄
金
品
本
尊
』
又
は
『
需
景
品
悌
』

と
し
て
実
体
名
を
出
ナ
と
雌
も
、
三
秘
抄
の
如
く
無
作
三
身
の
実
体
に
就

い
て
の
説
明
は
注
さ
れ
て
い
左
い
も
の
の
如
く
で
あ
る
。
次
ぎ
に

題
目
者
有
一
三
意
一
、
所
謂
正
像
与
ニ
末
法
一
也
。

；
：
：
今
日
蓮
が
所
ν
唱
題
目
具
一一前
代
－
互

一一
白
行
化
他
一
南
無
妙
法
蓮
華
経
也
、

名
休

宗
用
教
五
重
玄
五
字
也
。

（
向
上
）

と
し
て
正
像
理
行
の
題
目
と
末
法
自
行
化
他
の
題
目
と
に
分
ち
、
更
に
今
の
題
目
を
五
重
玄
具
足
の
五
字
と
ナ
る
の
で
あ
る
が
、
と
の
五

重
玄
の
文
は
既
に
前
の
曾
谷
書
に
於
て
取
要
の
法
休
を
論
、
ヂ
る
段
で
述
べ
ら
れ
て
を
り
、
此
処
で
は
三
秘
の
中

『本
門
の
題
目
』
を
釈
ナ

る
為

K
述
べ
ら
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
然
し
て
こ
れ
は
報
思
抄
が
単
に
妙
法
の
題
目
を
挙
げ
て
い
る
の
に
品
川
し
、
進
ん
で
其
の
説
明
に
及

ん
で
を
り
題
目
の
二
意
を
明
ら
か
に
さ
れ
て
い
る
。
又
弐
ぎ
に

戒
壇
ト
ず
王
法
問
且
（
一
側
一
法
一
悌
法
A
n
－－一
Y
法
一
王
恒
一
同
に
本
門
一
一一大
秘
密
の
法
を
持
J
L
、

一ア

タ
一フ
〆

二

ノ

タ

キ

ス

キ

ツ

ヲ

尋
下
似
一一霊
山
浄
土
一
最
勝
地
よ
可
ν
建
一
一
立
戒
埴
－
者
殿
、
可
レ
待
ν
時
耳
、

事
の
戒
法
と
申
は
是
也
。
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（
向
上
）

戒
壇
に
就
い
て
は
王
悌
冥
合
と
三
秘
受
持
と
を
明
し
、
具
体
的
に
戒
壇
建
立
の
地
を
示
し
て
を
り
、
更
に
こ
の
事
の
戒
壇
建
立
の
際
は
延

借
寺
の
理
戒
は
無
益
友
り
と
庇
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
然
し
て
、
血
友
に
於
て
本
門
の
＝
一大
秘
法
は
悉
く
共
の
実
休
が
審
に
さ
れ
た
の
で
あ

っ
て
、
所
訪
取
要
抄
に
端
を
発
し
た
三
秘
の
名

H
は
、
報
恩
抄
を
経
て
暫
時
展
開
し
来
売
り
、
今
と
の
ご
一
秘
抄
に
於
て
其
の
み
一貌
を
最
も

具
体
的
に
開
顕
せ
ら
れ
た
も
の
と
言
へ
る
の
で
あ
る
。

共
ぎ
に
復
、
自
覚
の
問
題
に
就
い
て
見
る
な
ら
ば
取
要
抄
の
翌
建
治
元
年
六
月
の
述
作
た
る
撰
時
抄
と
の
関
係
を
見
る
こ
と
に
よ
っ
て

其
の
展
開
の
跡
が
知
れ
得
る
の
で
あ
る
。
即
ち
撰
時
抄
で
は
曾
谷
書
と
同
じ
く
逆
縁
下
種
の
一
秘
妙
法
を
説
い
て
＝
一秘
に
触
れ
て
い
た
い

が
、
共
の
代
り
に
末
法
也
通
の
悌
使
出
現
を
強
調
し
、
悌
使
は
｛一
示
祖
自
身
た
る
こ
と
を
明
ら
か
に
し
て
い
る
。
す
な
は
ち



後
五
百
歳
に
一
切
の
仏
減
せ
ん
時
、
上
行

革
口
薩
に
妙
法
華
蓮
経
の
五
字
を
も
た
ら
し
め
て
誘
法
一
悶
提
の
白
瀬
病
の
輩
の
良
薬
と
せ

0

0

0

0

 

ん
と
、
：
：
：
此
事
一
定
な
ら
ば
闘
誇
堅
固
の
時
、
日
本
国
の
王
国
と
誌
に
寓
民
等
が
、
仏
の
御
使
と
し
て
南
無
妙
法
蓮
華
経
を
流
布
せ

ん
と
ナ
る
を
、
或
は
罵
四
一目
し
或
は
悪
口
し
或
流
罪
し
或
打
榔
し
、
弟
子
容
属
等
を
種
々
の
難
に
あ
わ
ナ
る
人
々
い
か
で
か
安
穏
に
て
は

候
．
へ
き
。

（
一
O
一
七
〉

と
あ
る
如
く
、
先
や
上
行
付
属
の
妙
法
を
宗
祖
自
身
「
仏
の
御
使
」
と
し
て
流
布
せ
ん
と
ナ
る
こ
と
を
明
ら
か
に
説
示
し
て
を
り
、
併

使
自
覚
の
開
顕
は
愛
に
於
て
従
来
の
如
き
暗
示
的
表
現
の
域
を
桝
く
脱
し
た
か
の
如
き
感
じ
を
与
へ
る
も
の
と
言
へ
る
の
で
あ
っ
て
、
更

に
こ
の
下
に

法
華
経
を
ひ
ゐ
む
る
者
は
日
本
国
の
一
切
衆
生
の
父
母
な
り
、
章
｛
女
大
師
云
為
レ
彼
除
ν

悪
即
日
疋
彼
親
仕
一
寸
云
云
。
さ
れ
ば
日
蓮
は
当
帝

の
父
母
、
念
悌
者

・
禅
宗

・
真中一一口師等
が
師
範
な
り
、
叉
主
君
な
り
。

（一

O
一
八
）
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と
あ
っ
て
、
開
目
抄
の
＝
一徳
に
約
し
悌
使
上
行
と
し
て
の
宗
祖
は
又
同
時
に
三
徳
兼
備
の
導
師
に
し
て
一
切
衆
生
の
尊
敬
ナ
ベ
き
、
末
法

唯
一
の
救
済
者
た
る
事
を
明
確
に
披
濃
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
従
っ
て
か
L
る
併
使
日
蓮
に
対
し
迫
害
を
加

へ
る
日
本
国
の
一
切
衆
生

は
必
A
Y
難
に
値
う
も
の
と
為
し
、
然
も
そ
れ
が
事
実
と
し
て
現
れ
た
の
が
正
嘉
の
大
地
露
で
あ
り
又
文
、
水
の
大
慈
星
紘
一
寸
が
そ
れ
で
あ
る
と

し
て
、
天
変
地
夫
を
悌
使
出
現
の
前
相
と
見
た
本
尊
抄
や
骨
田
谷
書
等
と
比
ナ
る
に
、
と
れ
は
悌
使
と
し
て
の
本
化
の
宗
祖
を
迫
害
す
る
結

果
と
見
て
を
り
、
遥
か
に
積
極
的
左
文
に
し
て
此
の
間
の
自
覚
に
関
ナ
る
推
移
の
跡
を
窺
う
事
が
出
来
る
の
で
あ
る
。
更
に
ま
た

日
蓮
法
華
経
の
行
者
友
ら
や
J

ば
、
い
か
な
る
者
の

一
乗
の
持
者
に
て
は
あ
る
べ
き
ぞ
、
；
：
：
日
蓮
は
閤
浮
提
芳
一
の
法
華
経
の
行
者
在

り

ハ
一
O
一
九
〉

と
あ
る
文
は

「
日
蓮
な
く
ば
誰
を
か
法
華
経
の
行
者
と
し
て
併
話
を
た
ナ
け
ん
、
乃
至
我
身
法
経
経
の
行
者
に
あ
ら
ざ
る
か
。
」
⑪
ム
説



く
開
目
抄
の
女
よ
り
一
段
と
探
〈
「
法
経
経
の
大
行
者
」
と
ナ
る
曾
谷
書
の
文
、
故
び
に
「
日
蓮
為
正
」
と
説
く
取
要
抄
の
文
に
相
当
す

る
所
で
あ
る
が
、
然
し
と
れ
ら
は
単
に

「
法
華
経
の
行
者
」
と
す

る
に

対
し
て
、
際

時
抄
は
あ
く
迄

「
併
の
御
使
と
し
て
の
法
華
経
の

行
者
」
と
し
て
更
に
進
歩
し
た
表
現
で
あ
り
、
宗
祖
の
自
覚
思
想
の
上
に
一
つ

の
帰
結
を
与
へ
た
も
の
で
あ
る
と
言
う
こ
と
が
出
来
よ
う

向
、
自
覚
の
表
現
上
に
於
け
る
過
程
に
就
い
て
は
、
古
来
開
目
抄
を
も
っ
て
人
間
顕
と
な
し
て
い
る
所
で
あ
る
が
、
開
目
抄
は
終
始
法

華
経
の
行
者
を
表
と
し
て
、
宗
祖
自
身
こ
れ
迄
の
弘
通
を
回
顧
し
経
文
と
の
符
合
に
於
い
て
こ
れ
を
主
張
し
て
を
ら
れ
、
ま
た
本
尊
抄
で

は
「
地
涌
千
界
末
法
始
必
可
ニ出
現
－
、
今

遣
使
還
告
地
涌
也
4

」
と
の
文
に
よ
せ
て
、
併
使
た
る
を
一不
さ
ん
と
ナ
る
も
の
で
あ
る
が
何

れ
も
暗
示
的
な
域
を
出
十
本
化
上
行
の
仏
使
売
る
事
は
悉
く
其
の
文
底
に
秘
し
て
、
明
白
な
文
上
表
現
を
避
け
ら
れ
て
を
り
、
撰
時
抄
の

如
く
『
俳
使
』
先
る
と
と
を
明
確
に
説
示
さ
れ
て
い
な
い
も
の
L
如
く
で
あ
る
U

五
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斯
く
し
て
上
来
、
法
華
取
要
抄
を
中
心
と
し
て
宗
祖
の
佐
渡
か
ら
身
延
に
至
る
聞
の
思
想
的
展
開
と
、
表
現
上
に
於
け
る
推
移
の
一
端

を、

主
と
し
て
本
門
の
三
大
秘
法
と
仰
使
自
覚
と
の
上
か
ら
考
察
し
て
来
た
の
で
あ
る
が
、

と
れ
を
要
す
る
に
取
要
抄
で
は
宗
祖
の
三
秘

思
想
に
対
し
其
の
発
端
的
地
位
を
占
め
る
と
同
時
に
、
法
華

一
経
の
肝
要
た
る
妙
法
五
字
の
要
法
を
も
っ
て
逆
縁
下
種
の
法
休
と
な
し
、

更
に
順
縁
の
為
に
三
秘
の
名
目
を
掲
げ
て
を
り
、
即
ち
三
秘
思
想
の
展
開
に
於
て
佐
渡
か
ら
身
延
へ
の
推
移
を
物
語
る
最
初
の
キ
イ
・
ボ
イ

ン
ト
と
し
て
、
蓋
し
不
可
飲
の
御
書
と
言
は
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
で
あ
ろ
う
r

更
に
叉
、
自
覚
思
想
の
表
現
上
に
於
け
る
過
程
に
就
い
て

見
て
も
知
れ
る
如
く
、
最
初
に
法
華
経
の
行
者
に
非
ざ
る
か
と
の
疑
問
提
示
の
形
式
に
よ
る
関
白
抄
か
ら
、
本
化
の
出
現
ナ
ペ
き
経
文
・

論
釈
に
よ
っ
て
其
の
国
土
、
時
期
、

機
根
を
挙
げ
、

天
変
地
天
の
現
象
を
も
っ
て
本
化
出
現
の
先
兆
と
な
し
、

自
身
の
仏
使
た
る
を
暗
示



的
に
灰
め
か
さ
れ
た
本
尊
抄
を
経
て
、
法
華
一
経
悉
く
末
法
の
導
師
た
る
宗
祖
自
身
の
為
に
説
か
れ
し
も
の
と
し
て
、
上
行
所
伝
取
要
の

五
字
を
弘
通
せ
ん
と
ナ
る
事
を
あ
か
せ
し
取
要
抄
に
至
り
、
本
化
の
出
現
と
三
秘
の
流
布
を
説
き
本
尊
抄
の
そ
れ
と
相
似
し
つ
L
も
、
前

三
秘
の
名
目
を
連
ね
し
所
に

一
歩
の
進
展
を
見
る
べ
き
で
あ
ろ
う
円
士
た
更
に
地
涌
に
先
立
ち
て
五
字
を
弘
通
せ
ん
と
ナ
る
曾
谷
書
に
及

び
逐
次

『
悌
使
』
と
し
て
の
論
究
が
積
け
ら
れ
つ
い
に
撰
時
抄
で
示
ナ
如
く
、
「
悌
の
御
使
と
し
て
」
と
説
顕
さ
れ
る
に
至
た
の
で
あ
る
。

即
ち
取
要
抄
は
自
覚
の
問
題
に
就
い
て
は
撰
時
抄
の
如
く
明
確
友
怒
度
は
示
し
て
い
な
い
が
．
然
し
関
目
・
本
尊
両
抄
の
様
に
全
く
暗
示

的
な
言
は
ば
文
底
表
現
と
も
異
り
、

そ
の
中
に
は

一
種
の
積
極
的
な
表
現
を
な
ナ
素
因
を
秘
め
て
い
る
と
も
言

へ
る
の
で
あ
っ
て
、
換
一一一一日

せ
ば
此
処
に
宗
祖
の
佐
渡
か
ら
身
延
へ
の
思
想
的
展
開
を
窺
う
と
と
が
出
来
る
も
の
と
言
へ
ょ
う
リ

然
し
て
取
要
抄
は
前
述
の
如
く
、
法
華
一
部
末
法
為
正
説
及
び
本
化
上
行
出
現
の
瑞
相
等
と
主
と
し
て
本
尊
抄
の
流
通
文
と
内
容
の
上
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で
密
接
在
関
係
を
持
つ
の
で
あ
る
が
、
更
に
取
要
抄
の
序
分
で
法
師
品
の
己
・
今
・

当
の
説
を
刑
い
、
権
実
相
対
を
な
し
法
華
最
勝
説
を

一
不
ナ
の
は
、
開
目
抄
の
五
童
相
対
と
相
似
す
る
所
で
あ
る
が
、
勿
論
権
実
判
に
留
る
と
と
友
く
「
於
一一末
法
一者
大
・
小
・
権
・

実

・
顕

・
密

・
共
有
ν
教
組
…
ニ
得
道
こ
と
し
て
究
極
は
、
所
謂
上
行
菩
薩
所
停
の
妙
法
五
字
を
も
っ
て
取
要
の
法
休
と
な
ナ
の
で
あ
り
、
此
の

一
秘
妙

法
と
本
門
の
三
大
秘
法
及
び
此
等
の
法
門
を
末
法
に
弘
む
べ
き
併
使
上
行
の
出
現
と
を
述
べ
、
以
て

一
抄
を
結
ぼ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。

即
ち出

一一現
上
行
等
聖
人
一
、

本
門
三
法
門
建
一
一
立
之
－

と
、
別
し
て
上
行
の
出
現
と
そ
れ
に
よ
っ
て
↓
建
立
さ
れ
る
本
門
の
三
都
を
挙
げ
、
次
ぎ
に

キ

ヒ

一
四
天
同
海
一
同
妙
法
蓮
華
経
広
宣
流
布
無
v
疑
者
敗
。

と
述
べ
、
総
じ
て
一
秘
妙
法
の
仏
布
を
示
せ
る
は
、

明
ら
か
に
三
秘
即
一
秘
の
理
を
顕
示
し
た
も
の
と
解
し
得
る
の
で
あ
る
が
、
亦
同
時



に
此
の
三
秘
即
一

秘
の
妙
法
五
字
を
末
法
に
於
い
て
、
悌
説
の
如
く
弘
通
さ
れ
し
導
師
は
宗
祖
一
人
な
る
と
と
か
ら
見
て
も
、
此
処
で
言

ぅ
「
上
行
等
の
聖
人
」
と
は
将
し
く
宗
祖
以
外
に
な
い
こ
と
が
知
れ
る
の
で
あ
る
。

以
上
、
極
め
て
概
略
的
友
考
察
で
は
あ
っ
た
が
と
の
取
要
抄
の
持
つ
意
義
は
、

性
被
の
流
罪
生
活
か
ら
身
延
の
隠
棲
生
活
に
移
る
聞
の

…マ一口
は
ぽ
過
渡
期
に
於
け
る
述
作
で
あ
る
だ
け
に
、
共
の
思
想
内
容
に
就
い
て
見
て
も
、
或
は
表
現
様
式
の
推
移
在
知
る
上
か
ら
も
極
め
て

重
要
な
ポ

ス
ト
を
占
む
る
御
書
で
あ
る
乙
と
が
知
れ
る
の
で
あ
り
、
就
中
、

右
の
観
察
に
よ
る
開
目
・
本
尊
の
両
抄
を
始
め
と
し
て
、
共

の
他
の
主
要
御
書
と
の
関
連
を
辿
り
つ

L
、
三
大
秘
法
主
本
化
自
覚
と
の
二
一曲
忙
亘
っ
て
、
其
の
思
想
的
展
開
及
び
表
現
形
式
の
推
移
K

就
い
て
大
略
友
が
ら
ア
ウ
ト
ラ
イ

ン
の
一
端
を
、

ほ
ど
探
ら
ん
と
試
み
た
も
の
で
あ
る
。

『

註

』

ナ
ラ

ン

〈
1
〉
文
永
九
年
説
は
綱
要
講
師
の
耐
略
に
「
是
在
島
之
撰
也
」

と
し
て
此
の
説
を
立
つ
。
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〈2
）
啓
蒙
講
師
は
文
永
十

一
年
正
月
説
を
立
つ
。

（3
）
同
十
一
年
五
月
説
は
日
興
師
の
御
書
新
目
録
。

ハ
4
〉
取
要
抄

定
遺
第
一
巻

八
一
一
一
頁

〈

δ
）
本
尊
抄

定
遺
第

一
巻

七
一
六
頁

（6
）
祖
書
講
義
第
七
巻
（
鈴
木
一
成
師
〉
九
九
頁

（7
）
文
永
十
二
年
は
四
月
に
建
治
一元
年
と
改
一元＠

〈

8
〉
曾
谷
書

定
遺
第
一
巻

九
一

O
頁

（

9
〉
曾
谷
書
に
一
式
く
「
大
覚
世
章
以
一
梯
眼
一盟
－一知
於
末
法
一
鴛
レ
令
レ対
一一
治
此
逝
諒
二
罪一
留
－一置
於
一
大
秘
法
こ

（
九
O
O）

〈
叩
）
四
条
書

定
遺
第
二
哲

六
三
五
頁

一一’
s
a
tν

’
ij人

E

・，，咽咽－
E

d



〈
日
〉
義
浄
房
御
書

七
三
O
頁

同

（
四
）
法
華
行
者
値
難
事

七
九
八
頁

同

（
同
）
＝
一
大
秘
法
抄
は
真
為
未
決
と
さ
れ
て
h
る
が
今
は
本
軍
・
雷
谷
・

三
秘
の
三
抄
の
内
容

・
構
成
か
ら
見
て
、
と
の
三
抄
が
極
め
て
密
接
な
関
係

を
保
っ
て

h
る
点
か
ら
、

三
秘
抄
を
真
簡
に
近
い
も
の
と
す
る
鈴
木
一
成
師
の
説
に
従
う
。

（

M
）
開
目
抄
官
遺
第
一
巻
五
六
O
頁
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